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１．研究計画の概要 

高い信頼性が必要とされる通信システムに
おいては、LDPC（低密度パリティ検査）符
号をはじめとした疎グラフに基づく符号（疎
グラフ符号）と BP（Belief Propagation）な
どの確率推論アルゴリズムを組み合わせが
スタンダードになってきている。これらのシ
ステムに対して、符号長を有限とした場合の
性能解析は、残された重要な問題である。疑
似符号語、ストッピングセットに基づく解析
を低密度２元行列のアンサンブル解析の手
法を通して強固なものにし、その適用範囲を
広げる研究を進めたい。 

 

２．研究の進捗状況 

 

目標の一部は、すでに論文誌に発表ができて
いる。現在は、さらに数理計画法に基づく
LDPC 符号の復号法についての研究課題に
取り組んでいる状況である。 

 

３．現在までの達成度 

ストッピングセットのアンサンブル解析に
関しては一定の成果が得られたものと考え
ている。しかし、疑似符号語に関する精密な
解析は現在も方針を模索している状況であ
る。 

 

４．今後の研究の推進方策 
特に成果が出始めている数理計画法に基づ
く復号法に関する研究を推し進めることと
疑似符号語に関する理論解析を深めて行き
たい。 

 
 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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